
　第１回　奈良公園地区整備検討委員会

　　　　　　奈良公園地区整備に向けた考え方について
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氷室神社

　 県立都市公園奈良公園区域【凡例】

御蓋山
若草山

県立都市公園奈良公園　面積：５０２．３８ha　（内、平坦部　３９．８２ha　・　山林部　４６２．５６ha）
花山 芳山

下記図面に拡大 春日山原始林
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１．  奈良公園地区の特色 

 （１）特色 

○  明治 13 年の開設以来、公園の拡張や整備を繰り返し、その時々の諸問題に

対処してきた奈良公園は、わが国を代表する公園として、また県有数の観光

地や都市近郊の自然地として、現在も広く親しまれている。 

○  平成 10 年に奈良公園に隣接する文化財である東大寺や春日大社、興福寺、

奈良公園内の春日山原始林を含む８つの資産が「古都奈良の文化財」として

世界遺産に登録された。 

○  東大寺などの寺社仏閣、若草山や春日山原始林などの自然、国立博物館な

どの文化施設といった多くの観光資源が点在し、それらを奈良公園の緑地や

園路が有機的に繋いでいる。この歴史と文化、自然、公園の融合が、独特の

景観を形成している。 

○  奈良公園地区の地形は西側から東側へ平地～丘陵地～山地となっており、

その高低差は観光資源と相まって豊かな眺望を生み出している。また、若草

山頂からは奈良の街並みを一望することができる。 

○  寺社仏閣で行われる伝統行事や山焼きやなら燈花会やなら瑠璃絵などのイ

ベント・催事が奈良公園地区に数多く存在する。 

○天然記念物「奈良のシカ」が生息し、独特の景観をつくり出している。また、

観光客がシカと触れあうことができる。 

 

（２）交通 

○  主要近接都市から電車（近鉄、ＪＲ）、車（第二阪奈道路、京奈和自動車

道、名阪自動車道など）を利用し、約 1 時間でアクセスすることができる。 

 

２．  近年の動向 

（１）観光客数 

○  奈良市年間観光客数（平成 16 年～平成 20 年）  

 

 

      
（２）奈良公園地区に関する近年の動向 

○  奈良の歴史・文化・自然・景観への関心が高まっている。 

（世界遺産登録（ H10)、平城遷都 1300 年記念事業の開催（ H22））  

○  燈花会やなら瑠璃絵などの夜間イベントは、メディアに数多く取り上げら

れ、多くの観光客が集まるようになった。 

○公園施設の老朽化への対応や景観の向上を図るため、若草山麓の園地整備

や春日野園地および若草山麓のトイレ整備、五十二段の補修などを実施し

ている。 

 

（３）新たなニーズ  

○  近年、旅行の個人化・成熟化によって、旅行者ニーズが多様化し、とり

わけ地域独自の魅力を活かした体験型・交流型観光へのニーズが高まって

いる。 

○  急速な少子・高齢社会の進展等により、すべての人が自らの意思で自由

に移動できるように、施設や道路等のバリアフリー化が求められている。 

６ ． 奈 良 公 園 地 区 の 特 色 お よ び 近 年 の 動 向  

単位：千人  総数 一般 外国人 修学旅行 総数 一般 外国人 修学旅行平成16年 12,933 1,977 1,825 34 118 10,956 9,916 273 767　　　17 13,050 1,928 1,791 36 101 11,122 10,128 287 707　　　18 13,468 2,063 1,931 36 96 11,405 10,369 316 720　　　19 13,883 2,188 2,052 42 94 11,695 10,531 450 714　　　20 14,351 2,284 2,147 47 90 12,067 10,912 471 684
年次 総数 宿泊客 日帰客
奈良市への観光客の総数及び外国人観光客数は増加傾向にあるが、修学旅

行客数は減少傾向にある。また、日帰り客が全体の約８割を占める。  

奈 良 公 園 地 区 におけ る主なイベン ト・催 事（ 2010 年度）  

奈良公園は、開設当初より各時代の要請に応じて公園を拡張し、整備を繰

り返し、その時々の諸問題に対処しながら、現在の姿を形作ってきた。  

一方で、新たに生じてきた問題・ニーズ等への対応が求められている。  
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○ 奈 良 公 園 地 区 の 魅 力  

奈 良 公 園 地 区 の 整 備 に 向 け て 、 奈 良 公 園 地 区 の 魅 力 を 整 理 す る 。  

例 え ば  

・ 広 大 な 面 積 に 芝 生 と 森 林 が あ り 、 広 が り を 感 じ ら れ る  

（ さ え ぎ る も の の な い 広 々 と し た 空 間 ）  

・  目 前 に 若 草 山 、 春 日 山 原 生 林 を 含 む 山 々 が 連 な る （ 豊 か な 自 然 ）  

・  東 大 寺 、 春 日 大 社 な ど の 社 寺 及 び 文 化 財 と の 共 生  

（ 建 築 物 、 歴 史 文 化 体 験 ）  

・  鹿 の 遊 ぶ 風 景 （ 鹿 と の 共 生 ）  

・ 猿 沢 池 、 鷺 池 な ど の 水 辺 空 間  

・ 山 焼 き な ど の 伝 統 行 事  

・  静 か な 環 境 、 平 和 な 風 景  

・  四 季 の 移 り 変 わ り を 感 じ ら れ る  

・ 若 草 山 頂 か ら の 眺 望  な ど  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    奈奈奈奈 良 公 園良 公 園良 公 園良 公 園 のののの 魅 力魅 力魅 力魅 力 をををを 構 成構 成構 成構 成 し て い るし て い るし て い るし て い る 要 素要 素要 素要 素 と はと はと はと は         

◇ 歴 史 的 ・ 文 化 的 要 素  

・ 周 辺 社 寺  

（ 東 大 寺 、 春 日 大 社 、 興 福 寺 、 氷 室 神 社 、 新 薬 師 寺 、 元 興 寺 な ど ） 

・ 庭 園 地 （ 吉 城 園 、 依 水 園 、 大 乗 院 庭 園 ）  

・ 住 宅 （ 吉 城 園 主 棟 、 今 西 家 住 宅 な ど ）  

・ 国 宝 ・ 重 要 文 化 財 （ 建 造 物 ）（ 東 大 寺 金 堂 、 春 日 大 社 本 殿 な ど ） 

・ 国 宝 ・ 重 要 文 化 財 （ 美 術 品 ）（ 阿 修 羅 像 、 赤 糸 威 鎧 な ど ）  

・ 史 跡 鶯 塚 古 墳  な ど  

◇ 自 然 的 ・ 環 境 的 要 素  

・ 若 草 山 、 御 蓋 山 、 五 十 二 段  な ど  

・ 園 地 （ 猿 沢 池 園 地 、 登 大 路 園 地 、 み と り い 池 園 地 、 浅 茅 ヶ 原 園

地 、 春 日 野 園 地 、 浮 雲 園 地 な ど ）  

     ・ 特 別 天 然 記 念 物 春 日 山 原 始 林 、 天 然 記 念 物 奈 良 の シ カ 、 天 然 記

念 物 知 足 院 ナ ラ ノ ヤ エ ザ ク ラ  な ど  

・ 自 然 植 生 、 植 栽 樹 木 、 芝 生  な ど  

    ◇ 行 催 事  

     ・鹿 の 角 き り 、春 日 若 宮 お ん 祭 、采 女 祭 、二 月 堂 修 二 会 、追 儺 会 、

薪 御 能 、 若 草 山 焼 、 な ら 燈 花 会 、 な ら 瑠 璃 絵 、 ラ イ ト ア ッ プ プ

ロ ム ナ ー ド ・ な ら 、 バ サ ラ 祭 り  な ど  

    ◇ そ の 他  

     ・ 博 物 館 、 美 術 館 な ど  

    

７ ． 奈 良 公 園 地 区 の 魅 力   
資 料 ２  

 

明 治 初 期 以 降 、整 備 、拡 張 な ど の 変 遷 が あ っ た も の の 、周 辺 市 街

地・山 麓・社 寺 等 と の バ ラ ン ス が 保 た れ て 、奈 良 公 園 の イ メ ー ジ

を 保 持 し て き て お り 、更 な る 魅 力 の 向 上 に 向 け て 、奈 良 公 園 地 区

の 魅 力 と の 調 和 が 大 切  

猿 沢 池 か ら 五 十 二 段 、 興 福 寺 を 望 む  

桜 の 季 節 に 鷺 池 、 浮 見 堂 、 御 蓋 山 を 望 む  桜 の 季 節 に 春 日 野 園 地 か ら 見 る 御 蓋 山  

な ら 燈 花 会 開 催 時 の 浮 雲 園 地 か ら 若 草 山  

奈 良 公 園 地 区 の 魅 力 と し て 考 え ら れ る も の ・ ・ ・  

主 に 奈 良 公 園 地 区 の 魅 力 を 構 成 す る 要 素 が 美 し く 調 和 し た 他 に

類 を み な い 風 致 景 観  

－－－－ ７７７７ －－－－     



○  奈 良 公 園 地 区 の 現 状 と 課 題  

現 在 の 奈 良 公 園 地 区 は 、 環 境 、 観 光 、 交 通 に 関 す る 課 題 も 多 く 、 こ れ ら

の 課 題 に 対 し て 、 適 切 な 対 応 を 図 る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 

（ 拠 点 整 備 に 関 す る こ と ）  

・  奈 良 公 園 地 区 内 に は 低 未 利 用 の 県 有 地 が 多 数 点 在 し て い る 。  

（ 旧 副 知 事 公 舎 、 旧 青 少 年 会 館 、 古 都 買 入 地 な ど ）  

・ 奈 良 公 園 の 魅 力 を 構 成 す る 「 奈 良 の シ カ 」 を 管 理 し て い る 鹿 苑 が 老

朽 化 し て い る 。  な ど  

   

（ 観 光 に 関 す る こ と ）  

・ 閑 散 期 な ど の イ ベ ン ト が 少 な く 賑 わ い が 不 足 し て い る 。  

・  奈 良 観 光 の 情 報 発 信 が 不 足 し て い る 。  な ど    

  

（ 交 通 ・ 移 動 環 境 整 備 に 関 す る こ と ）  

・  歩 行 環 境 の 未 整 備 や 管 理 不 足 等 に よ り 、「 歩 く 楽 し み 」「 見 る 楽 し み 」

を 低 減 さ せ て い る  

・  若 草 山 、 新 薬 師 寺 、 正 倉 院 な ど 奈 良 公 園 の 中 心 か ら 離 れ た 施 設 は 観

た く て も 観 る こ と が 出 来 な か っ た 人 が 多 い 。  

・  奈 良 公 園 地 区 周 辺 は 観 光 シ ー ズ ン に 観 光 バ ス 等 の 駐 車 待 ち の 車 な ど

で 、 交 通 渋 滞 が 発 生 し て い る 。 な ど  

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  奈 良 公 園 地 区 の 更 な る 魅 力 の 向 上 に 向 け た 方 針  

  奈 良 公 園 地 区 の 特 質 、 魅 力 や 課 題 を 踏 ま え 、 多 様 な 価 値 を 多 く の 人 々 に

享 受 し て い た だ き 、 公 園 と し て の 適 切 な 活 用 を 図 る た め に 、 以 下 の 方 針 を

定 め る 。  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

◇  魅 力 の 活 用 ・ 創 造 に つ い て  

（ 公 園 の 新 た な 拠 点 整 備 に つ い て ）  

    『 奈 良 公 園 の 新 た な 魅 力 の 創 出 』  

→  県 有 地 、 県 有 資 産 等 の 有 効 活 用  な ど  

（ 交 通 ・ 移 動 環 境 整 備 に つ い て ）  

    『 も っ と 奈 良 公 園 を 楽 し む た め に 』  

→  歩 行 環 境 の 改 善 、 周 遊 の 支 援 、 必 要 な モ ビ リ テ ィ の 導 入 な ど  

 

基 本 方 針 ：『 世 界 に 誇 れ る 奈 良 公 園 を 目 指 し て 』  

奈 良 公 園 地 区 の 魅 力 の 保 存 と 魅 力 の 活 用 ・ 創 造 と の 調 和 （ バ ラ

ン ス ） が 重 要 で あ り 、 魅 力 を 構 成 し て い る 要 素 を 踏 ま え た 魅 力

の 活 用 ・ 創 造 を 検 討 し 、 施 策 立 案 を 行 う  

 魅 力 の 保 存  魅 力 の 活 用 ・ 創 造   

８ ． 奈 良 公 園 地 区 整 備 に 向 け た 考 え 方  

奈 良 公 園 地 区 の 更 な る 魅 力 の 向 上 に 向 け て 、 現 状 と 課 題 の 解 決 を 図 り 、

か つ 更 な る 魅 力 の 活 用 ・ 創 造 を 図 る  

観 光 シ ー ズ ン の 交 通 渋 滞  

（ 県 庁 前 付 近 ）  

ガ ー ド ケ ー ブ ル の 破 損・劣 化  

（ 水 谷 茶 屋 付 近 ）  

古 都 買 入 地 の 現 況  

（ 高 畑 裁 判 所 跡 地 付 近 ）  奈 良 公 園 地 区 の 環 境 整 備 （ 歩 行 環 境 の 改 善 、 周 遊 の 支 援 ） に つ い て  →  別 途 、 関 係 者 協 議 会 を 立 ち 上 げ 、 整 備 方 針 等 の 検 討 を 実 施  

【 参 考 】 奈 良 公 園 地 区 の 構 成 と 実 施 す る 施 策 の イ メ ー ジ  

歩 行 環 境 の 改 善 、 周 遊 の 支 援 ・ 必 要 な モ ビ リ テ ィ の 導 入  

県 有 地 、 県 有 資 産 等 の 有 効 活 用  県 立 都 市 公 園 奈 良 公 園  園 地 （ 春 日 野 、 浮 雲 な ど ） 春 日 山 、 若 草 山  奈 良 県 新 公 会 堂   な ど  
新 た な 拠 点  （ 県 有 地 な ど ）  周 辺 社 寺  国 立 博 物 館  正 倉 院  な ど  奈 良 公 園 地 区 （ 一 般 的 な 奈 良 公 園 ）  

 
資 料 ２  
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奈良県庁
国立博物館

大仏殿

新公会堂
春日大社

若草山麓春日野園地
東塔跡園地

浮雲園地
猿沢池・五十二段

大仏殿参道
大仏前駐車場

国立博物館前歩道 新公会堂南園路

【【【【国立博物館前歩道国立博物館前歩道国立博物館前歩道国立博物館前歩道】】】】

　・園路舗装　・照明整備

・照明設備
・園路舗装・照明設備

・園路舗装・照明設備

【【【【春日野園地春日野園地春日野園地春日野園地】】】】

　・園路舗装　・トイレ改築、スロープ設置

【【【【若草山麓若草山麓若草山麓若草山麓】】】】

・トイレ改築　・園地整備

【【【【猿沢池猿沢池猿沢池猿沢池・・・・五十二段五十二段五十二段五十二段】】】】

　・五十二段補修

　平成２０年度～２２年度にかけて奈良公園で取り組んだもの

　　○施設の老朽化への対応（五十二段、トイレなどの改修）

　　○施設のバリアフリー化（多目的トイレ、スロープ園路の設置）

　　○景観の向上（若草山麓の整備、大仏前参道やその他園路の舗装）など

【【【【大仏殿参道大仏殿参道大仏殿参道大仏殿参道】】】】

　・参道石張り舗装

【【【【奈良公園周辺奈良公園周辺奈良公園周辺奈良公園周辺】】】】

　・案内サイン整備

　９．近年の奈良公園整備 資料２

－－－－９９９９－－－－
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